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　Lifelong learning is required to be promoted in the３rd Basic Plan for Education Promotion（MEXT 2018）, and 
the OUJ is required to provide working people with an opportunity to relearn. Under such circumstances, the OUJ 
has set the promotion of learning and teaching among students as an important issue in its action plan.
　In this paper, we focused on our 50 learning centers nationwide, and conducted a questionnaire survey to 
understand the learning support activities led by the Study Centers and the actual situation of learning among 
students. From the answers, we summarized the learning support efforts at the Study Center, the student 
community, and the current situation and issues at the self-learning site.
　As a result,（1）there is a lot of involvement of visiting faculty members in both learning support efforts led by the 
Study Center and learning meetups, and（2）It was found that there are various issues such as the change in learning 
such as fixed members in student meetups and groups that provide learning and learning support, and（3）the 
degree of recognition and efforts of Self-Learning Sites in the Study Center has increased compared to the results of 
the 2017 survey.
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図15　自己学習サイトの役立つ教材（N＝44、自由記述）
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図 16　 学生同士の教え合い・学び合うサークル
やグループの有無の比較
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機関）といずれも上昇していることが分かった。この
結果より、各学習センターにおいて、自己学習サイト
に取り組んだ経験がある機関が増えていることが窺え
た。
　また、2017年度調査と2019年度調査における、自己
学習サイトを学生に勧める取り組みの比較の結果を図
18に示す。これより、「学生に利用を勧めており、セ
ンター内で学べるようにPCを用意している」と回答
した学習センターが2017年度調査では2.7％（1）の機
関であったのに対し、2019年度調査では6.8％（3）の
機関まで増加していることが分かった。「パンフレッ
トを配布して利用を勧めている」と回答した学習セン
ターも同様に2.7％（１機関）から4.5％（２機関）に
増加している。さらに、「口頭で学生に利用を勧めて
いる」と回答した学習センターは16.2％（６機関）か
ら29.5％（13機関）と10ポイント以上の増加がみられ
た。この結果より、自己学習サイトの認知度だけでな
く学生に勧める取り組みを行っている学習センターが
増えていることが分かった。
3.2　 本調査から得られた本学の学習支援活動等の 
現状
　前章の2019年度調査結果及び前節の2017年度調査と
の比較結果を踏まえ、放送大学の学習センターにおけ
る学習支援活動の現状、学生同士の教え合い・学び合
いを行うもしくは支援するサークルやグループ、そし
て自己学習サイトの状況をまとめる。
3.2.1　 学習センターが主体となって行っている学習
支援への取り組み
　「学習センターが主体となって行っている学習支援
への取り組み」については2.2.1節より、９割近い学習
センターにて何らかの取り組みが行われていることが
分かった。その中で主な取り組みとしては「客員教員
等による学習会・セミナー等」が「月１～数回」の頻
度で実施されていることが分かった。参加人数は「６
～ 10名」から「21～ 50名」の間でややばらつきがみ
られるものの定期的に開催されていることと少なくな
い参加者がいることから、「客員教員等による学習
会・セミナー等」は学習センターにおいて中心的に実
施されている学習支援への取り組みであることが窺え
た。それに準ずる取り組みが「パソコンセミナー」の
実施と考えられる。その理由は、その開催頻度は「学
期に一回程度」が多く「客員教員等による学習会・セ
ミナー等」より少ない傾向があるものの、同程度の参
加人数がいることが窺えたからである（図３および図
６より）。
　また、約４割の学習センターにおいて「入学者の集
いに合わせたセミナー」が年に一度、おそらく年度の
始めに実施されており、参加人数も「21～ 50名」と
「11～ 20名」の回答が最も多いことから少なくない参
加者がいることが窺えた（図２、図７）。「卒業論文や
修士論文の研究発表会や相談会」もこれと似たような
傾向が窺えた。具体的には、「年に一回程度」もしく
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図 18　自己学習サイトを学生に勧める取り組みの比較
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図 17　自己学習サイトの認知度と利用経験の比較
イトの認知度及び利用経験における比較の結果を図17
に示す。これより、「自己学習サイトの名前も内容も
知らなかった」と回答した学習センターが2017年度調
査では18.9％（7）の機関であったのに対し、2019年
度調査では6.8％（3）の機関まで下がっていることが
分かった。この結果より、全国の学習センターにおけ
る自己学習サイトの認知度は上がっていると考えられ
る。また、「何度か取り組んでみたことはある」と回
答したセンターは2017年度の8.1％（３機関）から
2019年度では15.9％（７機関）に、そして「サイトに
アクセスしたことはある」と回答したセンターは2017
年度の24.3％（９機関）から2019年度では36.4％（16
146
放送大学の学習センターにおける学習支援の取り組みと学習コミュニティに関する実態調査
度や利用状況、そして学生に勧める取り組みにおい
て、いずれも向上している傾向が窺えた。今後、学習
センターにおける認知度向上や広報利用を促すため
に、PC関係、リメディアル科目、語学、そして放送
授業の支援教材を充実させることに加えて、実際の学
習センターの取り組みの現状を踏まえてオンラインワ
ークショップを開催するなど学生に直接的に利用を促
す手法を検討する必要があると考えられる。
4．結論
　放送大学ではアクションプランの中で学生同士の学
び合い・教え合いの推進を重要課題として掲げてい
る。本論文では全国に50カ所存在する弊学の学習セン
ターに焦点を当て、センターが主催する学習支援活動
および学生同士の学び合いの実態を把握するためにア
ンケート調査を実施した。その回答より、学習センタ
ーにおける学習支援の取り組みと学生コミュニティ、
そして自己学習サイトにおける現状と課題を整理し
た。その結果、
　（1）学習センターが主体となる学習支援への取り組
みと学習サークルの双方で客員教員の関わりが多くみ
られること、
　（2）学習や学習支援を行う学生サークルやグループ
では、サークルメンバーの固定化など様々な課題があ
ること、
　（3）2017年度の調査結果と比較して学習センターに
おける自己学習サイトの認知度や取り組み度合いが上
昇していること
　が分かった。
　今後の課題としては、学習センターの実態を踏まえ
た、学生の学習サークルやグループの適切な支援方法
の確立、リメディアル教育のための自己学習サイトの
利用を交えた正規科目の制作、オンラインとオフライ
ンの双方を踏まえた学生コミュニティの構築が考えら
れる。
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